
◆
秋
も
深
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
。
例
年
の
ご
と
く

北
の
方
か
ら
順
次
、
紅
葉
の
便
り
が
届
き
ま
す
。

空
は
茜
色
に
染
ま
り
、
秋
の
夕
日
は
実
に
幻
想
的

で
す
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
信
愛
館
か
ら
見
る
里
山
は
シ
ル
エ
ッ

ト
と
な
り
夕
焼
け
空
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事

な
景
色
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
十
月
三
日
（
日
）
消
防
訓
練
で
す
。
全
員
参
加

で
き
る
日
曜
日
に
行
い
ま
し
た
。
１
階
居
室
よ
り

出
火
を
想
定
し
直
ち
に
食
堂
へ
避
難
。
避
難
時
間

は
約
５
分
間
。
激
し
い
サ
イ
レ
ン
に
緊
張
の
面
持

ち
で
の
避
難
行
動
で
す
。
水
消
火
器
を
使
っ
て
消

火
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。
火
災
の
元
と
な
る
火
種

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
火
災
を
未
然
に

防
ぎ
た
く
思
い
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
し
て

頂
く
た
め
に
も
点
検

が
大
切
で
す
。

◆
十
月
十
二
日
（
火
）

久
々
の
バ
ス
ツ
ア
ー

で
す
。か
わ
ら
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
コ
ス
モ
ス

散
策
を
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
十
月
十
五
日
（
金
）

朝
礼
拝
で
す
。
昨
年

十
二
月
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
中
断
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
し

た
。
中
村
信
雄
牧
師

よ
り
、「
真
ん
中
に

立
ち
な
さ
い
」
と
聖

書
の
解
き
明
か
し
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

同
日
、
十
月
度
の
誕

生
会
。
早
稲
田
美
穂

様
・
村
田
喜
一
様
・

北
條
陽
子
様
・
徳
田
フ
ジ
子
様
・
寺
岡
寿
美
江
様

の
皆
様
で
す
。
今
回
も
中
村
牧
師
よ
り
「
感
謝
の

祈
り
」
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な

誕
生
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
入
居
者
の
皆
様
と
共

に
御
祝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
十
月
二
十
二
日

（
金
）
横
田
明
典
牧
師

に
よ
る
朝
礼
拝
で
す
。

「
雅
（
み
や
び
）
な
歌
」

に
つ
い
て
、
聖
書
の

御
言
葉
や
お
説
教
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

相
手
を
思
い
や
り
愛

し
み
、
今
日
の
感
謝

と
明
日
の
幸
せ
を
祈

り
平
和
な
時
代
に
な

り
ま
す
よ
う
祈
り
ま

す
。

同
日
、
旧
伊
庭
邸
見

学
・
コ
ス
モ
ス
散
策

ツ
ア
ー
。
旧
伊
庭
邸

は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
の

設
計
に
よ
る
洋
風
の

木
造
住
宅
で
当
時
と
し
て
は
異
色
の
建
築
物
で

す
。「
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
気
が
晴
れ
晴
れ
し

ま
し
た
。」な
ど
笑
顔
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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